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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をリニューアルしました。ぜひご
覧下さい！

・新・介護保険を考える５
・スウェーデン視察研修報告
・岩本町ほほえみプラザ
　新規事業
・施設だより
　「新しい年を迎えて」

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ

児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち
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理事長　鈴 木　恂 子

　居宅介護支援事業はいわゆるケアマネジャー（居宅介護支援専門員）の仕事です。要介護度に基づきケアプラン（個別援助計画）
をたて、ケアプランにそってサービスを利用することになります。ケアマネジャーは利用者の要望をきき、専門職としてのケアプ
ランを提案し、同意を得て決定します。そしてサービス提供事業所を紹介します。その際には、どのような目標の下でどのようなサー
ビスを提供してほしいか、といったプランを事業所に提示します。サービス利用開始後も月一回ケアプランが適正だったのか、サー
ビスは適切に提供されているのかチェックすること、また利用者に変化があったり、介護度が変わったり、要望があった場合には、
関係する事業所・機関によびかけ、利用者（家族）を交えてサービス担当者会議を開き、ケアプランの変更をすることなどが、義
務付けられています。

ケアプランの条件は、①利用者本人の希望・要望や家族の要望、②要介護度（利用できる給付上限額が決定、内 1 割は利用者負
担＝利用料）、③地域にあるサービスの種類や量、④経済力（利用料は一割ですが、月額 1 万円以上になるとサービス利用を抑
制する場合も少なくないようです。一方上限額を超えた全額自己負担分となる「オーバープラン」を望む利用者もいます）、⑤
給付の適正化（介護保険給付の対象になるサービスか否か、また家族の状況など要件が細かく定められています。そして何より
自立支援のプランか否かが重要になります）。

平成 12 年度施行（第 1 期） 平成 15 年度改定（第 2 期） 平成 18 年度改定（第 3 期） 平成 21 年度改定（第 4 期） 平成 24 年度改定（第 5 期）
・居宅介護支援の介護報酬は、全額介護

保険の給付になり、利用者の一割負担
はありません（第 5 期の改正時に利用
者負担の導入について審議されました
が、見送られました）。

・平成 18 年度から要支援が予防給付とな
り原則地域包括支援センターで予防プ
ランをたてることになりましたが、平
成 21 年からは地域包括支援センター
が、本来業務に力を注ぐため、予防プ
ランも居宅支援事業所に委託すること
がすすめられました。

・平成 18 年度以降は保険者が指定する
地域密着型の新しい事業（小規模多機
能、複合型サービス等）が始まり、原
則として居宅介護支援事業所のケアマ
ネジャーのケアプランは不要で、直接
事業所のサービスを受けます。

・介護保険制度が生んだ新たな資格をも
つケアマネジャーの報酬の考え方は、
改正のたびに変わっています。即ちそ
の専門性が確立できていないままに給
付管理の側面が強化されています。地
域密着型の新たな事業が増える中、こ
れからもケアマネジャーの位置づけは
流動化しそうです。

2000 年 4 月 1 日～ 2003 年 3 月 31 日 2003 年 4 月 1 日～ 2005 年 9 月 30 日 2006 年 4 月 1 日～ 2009 年 3 月 31 日 2009 年 4 月 1 日～ 2012 年 3 月 31 日 2012 年 4 月 1 日～

内
容

・介護保険制度の要となる新たな専門
職としてケアマネジャーが誕生しま
した。

・一人のケアマネジャー担当上限50件。

・加算は離島、豪雪等の地域に所在す
る事業所に対する加算のみでした。

・第 1 期は要支援・軽介護・重介護に
区分されていた報酬が、介護度別で
はなく、ケアマネジャーの業務を左
右するのはケアプランの内容という
ことでサービスの種類で報酬が区分
されました。

・保険財源の安定化、持続可能な制度
を目標に給付の適正化が強化されま
した。

・要支援は二段階になり、予防給付と
して介護給付と区分されました。

・地域包括支援センターが誕生。
・地域密着型サービス新設。
・主任介護支援専門員新設。

・事業所の職員体制や地域の連携など
を加算して評価する一方、それに伴
う要件が強化されました。ケアプラ
ンの内容に対する加算など、細分化
が進みました。

・早期に退院する利用者が在宅に多く
なり、医療との連携がさらに内容別
に評価されるようになりました。

・ケアマネジャーの医療知識を深める
研修が実施されました。

基
本
報
酬

3 ～ 5

要介護 3 ～ 5【840】

要
介
護
５
～
要
支
援

居
宅
介
護
支
援

５
～
３

40 件未満
I2【1,300】

40 件未満
I2【1,300】

40 件未満
I2【1,300】サービス 4 種類以上

【950】 40 件以上 60 件未満
Ⅱ 2【780】

40 件以上 60 件未満
Ⅱ 2【650】

40 件以上 60 件未満
Ⅱ 2【650】サービス 4 種類まで

【850】 60 件以上
Ⅲ 2【520】

60 件以上
Ⅲ 2【390】

60 件以上
Ⅲ 2【390】

1 ～ 2

要介護 1 ～ 2【720】

２
～
１

40 件未満
Ⅰ 1【1,000】

40 件未満
Ⅰ 1【1,000】

40 件未満
Ⅰ 1【1,000】

40 件以上 60 件未満
Ⅱ 1【600】

40 件以上 60 件未満
Ⅱ 1【500】

40 件以上 60 件未満
Ⅱ 1【500】

60 件以上
Ⅲ 1【400】

60 件以上
Ⅲ 1【300】

60 件以上
Ⅲ 1【300】

経 過 的
要 介 護

【850】

要支援 【650】 介 護 予
防 支 援

【400】 【412】 【412】

居
宅
介
護
支
援　

加
算
及
び
減
算 

（【　

】
内
単
位
数
）

特別地域居宅介護支援加算【15％加算】
中山間地域等小規模事業所加算【10％加算】
中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算【5％加算】

特定事業所加算【500】 特定事業所加算Ⅰ【500】
特定事業所加算Ⅱ【300】

初回加算Ⅰ【250】 初回加算【300】
初回加算Ⅱ【600】

医療連携加算　　【150】（月 1 回限度） 入院時情報連携加算Ⅰ【200】（月 1 回限度）
入院時情報連携加算Ⅱ【100】

退院退所加算Ⅰ【400】 退院退所加算【300】（入院中 3 回限度）
退院退所加算Ⅱ【600】
認知症加算【150】
独居高齢者加算【150】
小規模多機能型連携加算【300】

複合型サービス連携加算【300】
緊急時カンファレンス加算【200】（月 2 回限度）

運営基準減算【× 70％】 運営基準減算Ⅰ【× 70％】 運営基準減算【× 50％】
運営基準減算Ⅱ【× 50％】 （運営基準減算 2 ヵ月以上継続は算定不可）
特定事業所集中減算【-200】

（編集：法人事務局　青木　志乃）
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生
活
・
文
化
・
福
祉
の
仕
組
み
に
感
じ
た
こ
と

松　

崎　

哲　

也　

　

今
回
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
ヨ
ー
テ
ボ
リ
市
の
三
つ
の
財
団
視
察
研
修
に
参
加
す
る
準
備

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
法
人
主
催
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
研
修
で
職
員
た
ち
が
多
く
の
学
び
得
た

報
告
を
読
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
個
人
の
暮
ら
し
を
築
く
上
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
シ

ス
テ
ム
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
テ
ボ
リ
市
は
、
国
内
2
番
目
の
中
心
都
市
で
す

が
人
口
50
万
人
強(

東
京
都
八
王
子
市
に
匹
敵
す
る
人

口)

と
日
本
の
人
口
密
度
に
比
べ
少
な
く
、
街
の
中
心

街
に
も
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
ず
、
ゆ
っ

た
り
と
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

国
民
の
負
担(

所
得
税
32
％
、
消
費
税
25
％
）
は
大

き
い
が
、
そ
の
分
福
祉
・
教
育
へ
の
負
担
は
小
さ
い

こ
と
か
ら
、
一
定
の
生
活
水
準
は
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
福
祉
政
策
は
、
日
本
で
は
幾
つ
も
の
法
律
を
設
け
て
縦

割
り
的
な
複
雑
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
人
々
の
自
己
決
定
と
人
格
の
尊
重
に
基
づ
い
た
社
会
サ
ー

ビ
ス
法
に
よ
り
個
人
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
た
4
つ
の
福
祉

政
策
に
な
っ
て
い
て
合
理
的
で
分
か
り
や
す
く
、
行
政
の
た

ら
い
ま
わ
し
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

三
つ
の
財
団
で
は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
う

え
で
福
祉
の
三
原
則
と
な
る

　

①
継
続
性
の
原
則
（
暮
ら
し
）

　

②
自
己
決
定
の
尊
重

　

③
残
存
能
力
の
活
用

を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
を
実
践
で
き
る
よ
う
な
職
員
の
育
成
を
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

多
摩
同
胞
会
の
研
修
シ
ス
テ
ム
も
こ
れ
に
劣
ら
な
い
も
の
と

自
負
し
て
い
ま
す
が
、
全
職
員
に
継
続
的
に
教
育
し
て
い
る
こ
と
は

見
習
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

例
年
、
現
場
実
習
を
お
願
い
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ
市
の
三
つ
の
財
団
の
各
施
設
に

今
年
度
は
法
人
創
設
65
年
（
平
成
23
年
度
で
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期
）
の
節
目
と
し
て
視
察

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
6
月
に
来
日
さ
れ
、
法
人
各
施
設
で
認

知
症
ケ
ア
、
福
祉
機
器
活
用
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
た
ア
ン
キ
さ
ん
、
ピ
ア
さ
ん
に
も
再

会
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
テ
ボ
リ
市
在
住
の
友
子
ハ
ン
ソ
ン
さ

ん
に
は
、
研
修
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
お
よ
び
通
訳
と
し

て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ヨーテボリ

首都
ストックホルム

ノルウェー

スウェーデン
フィンランド

ノルウェー

スウェーデン
フィンランド

■研修スケジュール
1 11月11日 （日） 成田出発
2 11月12日 （月） 認知症ケア、老人精神病ケア等講義

3 11月13日 （火） エングゴードバッケン、ヴェーガハウス見学
4 11月14日 （水） 実習
5 11月15日 （木） オチウム見学

6 11月16日 （金）
マイヨルナリネー行政区高齢者福祉
部長と面会
サンダルナスデイセンター等見学

7 11月17日 （土） 帰国
8 11月18日 （日） 成田到着

■研修メンバー
松　崎　哲　也 緑苑施設長
武　田　潤一郎 かんだ連雀施設長
高　橋　　　誠 岩本町ほほえみプラザセンター次長
今　福　　　崇 あさひ苑センター次長
竹　元　昭　子 泉苑食事統括係長
畑　山　恭　子 たっち統括係長

■スウェーデンと日本の比較�（比較の年度は異なる）
人　口 高齢化率 面　積

スウェーデン 940万人 18.8% 45万K㎡
ヨーテボリ市 52万人 14.9% 2.4万K㎡
日 本 1億2,780万人 23.3% 38万K㎡
府 中 市 25万人 18.8% 30K㎡

■三つの財団施設
三つの財団施設 入所者数

エングゴードバッケン 170人
ヴェーガ・ハウス 140人
オチウム 50人

改装中のヴェーガ・ハウス

歴史を感じるエングゴードバッケン

静かなたたずまいのオチウム

ピアさん、アンキさんと宿泊したユースホステルでミーティング 外の景色もとり入れた落ち着いた雰囲気です 職員も過ごしたくなる空間でティータイムの今福

　

誇
れ
る
日
本
の
介
護

今　

福　
　
　

崇　

　

今
回
、
視
察
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と
は

自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
い
え
ば
、
空
間
の
使
い
方
・
色
の
使
い

方
・
認
知
症
ケ
ア
が
と
て
も
充
実
し
て
い
る

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

高
齢
者
住
宅
の
見
学
・
実
習
を
す
る
と
自
然

な
空
間
で
あ
り
、
家
庭
的
で
落
ち
着
く
雰
囲

気
が
あ
り
ま
し
た
。
施
設
ら
し
さ
が
な
く
、

備
品
（
既
製
品
）
の
よ
う
な
感
じ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
間
接
照
明
の
使
い
方
が
上
手
だ
っ
た

り
、
壁
紙
や
カ
ー
テ
ン
の
色
使
い
、
あ
た
た

か
み
の
あ
る
家
具
だ
っ
た
り
と
、
高
齢
者
が

『
生
活
』
す
る
こ
と
に
視
点
を
置
い
た
配
慮

が
あ
り
ま
し
た
。
職
員
も
自
分
も
住
み
た
い

と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
重
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

認
知
症
ケ
ア
で
は
、
日
本
に
来
ら
れ
た
ピ

ア
さ
ん
か
ら
話
を
伺
う
こ
と
と
、
実
習
で
様

子
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
基
本
的
な
考
え
方
は
日
本
と
同
じ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
と
、
認
知
症
ケ
ア
は

世
界
共
通
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ケ
ア
は
、
自
分

た
ち
が
行
っ
て
い
る
こ
と
の
は
る
か
上
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ケ
ア

は
方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
い
し
、
利
用
者

対
応
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
こ
と
に
自
信

を
持
ち
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
視
察
研
修
報
告

体位交換実習を
ピアさんから受ける武田

友子さん、お世話になりました 福祉機器を体験する松崎
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７ ６

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
子
育
て

畑　

山　

恭　

子　

　

法
人
主
催
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
研
修
に
児
童
施
設
か
ら
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
財
団
か
ら

保
育
施
設
の
見
学
を
申
し
入
れ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
が
、
受
け
入
れ
不
可
だ
っ
た
と
の
こ
と

で
、
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

　

そ
の
代
わ
り
に
通
訳
の
友
子
さ
ん
が
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
達
に
早

い
段
階
か
ら
“
選
択
の
自
由
”
や
“
自
己
決
定
”
の
考
え
方
を
教
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
“
家
族
観
”
の
違
い
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
父
親
も
２
ヶ
月
の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
保

育
園
の
送
り
迎
え
を
し
た
り
、
公
園
で
遊
ん
だ
り
と
い
う
父
親
の
姿
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ま

し
た
。
日
本
で
も
子
育
て
に
参
加
を
す
る
父
親
の
姿
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
施
策
か
ら

し
て
違
い
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
他
児
童
や
子
育
て
に
関
す
る
施
策
や
、
保
育

の
み
な
ら
ず
児
童
福
祉
の
全
体
像
な
ど
に
つ
い
て
も
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
児
童
福
祉
の
現
場
と
は
異
な
る
感
覚
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
ど
ち
ら
が
よ
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
人
の
気
質
や
伝
統
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

エングゴードバッケンＡ棟の
ご利用者のお部屋にて

エングゴードバッケンＢ棟の
ご利用者（フィンランド出身）と

３つの財団の理事長（ディレクター）
モニカ・バリルンドさん

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
学
ん
だ
こ
と

武　

田　

潤
一
郎　

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
施
設
（
高
齢
者
住
宅
）

が
と
て
も
個
人
を
大
切
に
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
研
修
に
行
く
前
は
在
宅
に
こ
だ
わ

る
強
さ
は
日
本
よ
り
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
査
定
員
の
責
任
者
の
話
や
ヘ
ル
パ
ー
利

用
者
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
誰
で
も
自
宅
で
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
し
て
も
在
宅
生
活
が
無
理
な
場
合
に
施
設

（
高
齢
者
住
宅
）
に
行
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
順
番
は
逆
で
、
在
宅
生
活
で
の

そ
の
方
ら
し
い
暮
ら
し
を
大
事
に
す
る
か
ら
こ

そ
、
個
を
尊
重
し
た
施
設
（
高
齢
者
住
宅
）
の

環
境
が
あ
る
訳
で
、
自
分
の
迂
闊
さ
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
技
術
の
細
や
か
さ
、
自
分
の
意
見
を
主

張
し
な
い
謙
虚
な
日
本
の
高
齢
者
か
ら
意
向
を

汲
ん
で
い
く
丁
寧
な
対
応
、
在
宅
介
護
相
談
や

発
見
・
気
づ
き
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

層
的
な
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
十
分
に
自
信
を
持
っ

て
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
個
々
の
高
齢
者
の
生
き
て
き
た
人
生

を
思
い
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
事
に
す
る
私
た

ち
一
人
一
人
の
心
が
な
け
れ
ば
全
く
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
学
ん
だ
こ
と
が
今
回
の
研

修
の
最
大
の
収
穫
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

入居者リリアンさん、職員ゼムゼムさんと松崎、竹元 ダイニングルームは青色が基調 エングゴードバッケンＣハウス

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
認
知
症
ケ
ア

高　

橋　
　
　

誠　

　

11
月
14
日
、
メ
ン
バ
ー
は
２
班
に
別
れ
エ
ン

グ
ゴ
ー
ド
バ
ッ
ケ
ン
の
Ｂ
ハ
ウ
ス
と
Ｃ
ハ
ウ
ス

で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
ハ
ウ
ス
は
６
階
建
。
１
ユ
ニ
ッ
ト
８
名
か

ら
９
名
で
構
成
さ
れ
、
51
名
の
方
が
入
居
さ
れ

て
い
ま
す
。
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
原
則
65
歳

以
上
で
前
頭
側
頭
型
認
知
症
ま
た
は
精
神
疾
患

が
あ
る
方
々
で
す
。
入
居
者
の
多
く
は
思
い
思

い
に
過
ご
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

前
頭
側
頭
型
認
知
症
の
特
徴
と
し
て
、
同
じ

行
動
の
繰
り
返
し
や
気
持
ち
の
お
も
む
く
ま
ま

の
行
動
が
目
立
つ
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
妨
げ
ら
れ
る
と
暴
力
を
振
る
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
職
員
は
入
居
者
一

人
ひ
と
り
の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
お
り
、

散
歩
を
欠
か
さ
な
い
人
で
あ
れ
ば
中
庭
を
一
緒

に
歩
く
、
逆
に
職
員
が
い
る
と
落
ち
着
か
な
く

な
る
人
に
は
、
そ
の
人
に
対
し
て
目
を
離
さ
ず
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
か
け
誘
導
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

各
居
室
は
自
由
で
す
が
共
有
ス
ペ
ー
ス
は
テ

ー
ブ
ル
位
置
や
カ
ー
テ
ン
の
色
等
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
モ
ニ
カ
さ
ん
と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
内
は
鎮
静

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
青
色
を
基
調
と
し
た

色
使
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

職
員
の
対
応
や
ユ
ニ
ッ
ト
の
生
活
環
境
が
、

精
神
的
に
不
安
定
な
方
で
も
落
ち
着
い
て
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
、
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た

実
習
で
し
た
。

　

食
を
通
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
知
る

竹　

元　

昭　

子　

　

今
回
の
研
修
は
、
食
事
係
と
し
て
初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
の
研
修
報
告
会

で
聞
い
て
い
た
限
り
で
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
食
は
簡
素
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
3
つ
の
財
団
の
食
の
捉
え
か
た
が

　

１
．
食
べ
る
環
境
を
大
切
に
す
る

　

２
．
食
事
＝
お
い
し
い
も
の�

　

３
．
目
で
見
て
美
味
し
そ
う
と
感
じ
る(

視
覚
で
食
べ
る)

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
実
際
の
食
事
を
し
っ
か
り
見
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
住
宅
の
食
事
は
朝
昼
夕
3
食
の
他
に
、
お
茶
の
時
間
や
夜
食
を
設
け
、
食
事
の
回

数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
食
べ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
で
食
べ
ら
れ
れ
ば
よ

い
と
い
う
考
え
で
、
食
事
毎
の
喫
食
量
の
記
録
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
栄
養
士
の

役
割
（
３
つ
の
財
団
に
1
人)

と
し
て
、
体
重
の
変
化
・
食
が
進
ま
な
い
・
栄
養
失
調
症
ぎ

み
等
で
、
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
い
人
へ
の
食
事
ケ
ア
を
考
え
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
日
々

の
個
別
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー(

志
願
者
か
ら
決
定
す
る)

が
中

心
と
な
り
、
栄
養
士
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
り
ひ
と
り

の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
職
員
が
把
握
し
て
い
る
か
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　

在
宅
生
活
を
支
え
る
食
事
と
し
て
は
、
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
の
方
も
利
用
で
き

る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設
さ
れ
て
お
り
社
会
と
の
接
点
の
場
を
担
い
、
へ
ル
パ
ー
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
が
自
宅
に
届
け
る
事
業
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
改
め
て
日
本
の
繊
細
さ
を
感
じ
、
食
べ
る
こ
と
に
限
ら
ず
高
齢
者
が
暮

ら
す
環
境
と
し
て
の
学
び
は
多
く
、
物
事
を
柔
軟
に
捉
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

エングゴードバッケンＣハウスの夜食の準備

サンダルナスデイセンターの昼食

サンダルナスデイセンターのレストラン

②

③

写
真
コ
メ
ン
ト

①
：
保
育
施
設　

左
手
は
自
然
の
傾
斜
を
生
か
し
た
遊
び
場
で
す

②
：
①
右
手
に
あ
る
庭　

暖
か
い
格
好
を
し
て
子
ど
も
達
が
遊
ん
で
い
ま
し
た

③
：
１
階
部
分
は
保
育
施
設　

子
ど
も
達
の
作
品
も
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た

①



　

緑
苑
で
働
い
て
い
る
と
生
活
の
中
で
新
年
を
目
で
、
そ
し
て
心
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

正
面
玄
関
の
門
松
は
職
員
が
竹
を
取
り
に
行
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

形
作
っ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
こ
に
挿
す
花
は
信
愛
寮
の
ご
利
用
者
が

ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
寒
い
中
を
頑
張
っ
て
活
け
て
い
た
だ
き
本
当
に

頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
信
愛
寮
で
は
寄
付
な
ど
で
い
た
だ
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
年

末
に
抽
選
で
配
り
ま
す
。「
あ
な
た
、
も
う
抽
選
に
行
っ
た
？
カ
レ

ン
ダ
ー
を
配
っ
て
い
る
わ
よ
」
と
、
お
隣
さ
ん
に
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
集
ま
り
ま
す
。「
ど
ん
な
の
が
当
た
っ

た
？
あ
ら
素
敵
ね
～
」・
・
・
年
に
一
度
の
光
景
で
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
の
新
年
祝
賀
会
は
、
特
養
と
合
同
で
総
勢
１
４
０

名
の
方
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
皆
で
「
１
月
１
日
の
歌
」
を
歌
い
、

気
分
も
新
た
に
感
じ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

続
い
て
２
日
は
初
釜
。
お
茶
を
点
て
る
職
員
は
、
着
物
を
着
て
気
分

盛
り
上
げ
ま
す
。
抹
茶
と
干
菓
子
で
ほ
っ
と
一
息
、
心
が
和
み
ま
す
。

　

恒
例
の
新
年
会
で
は
、
ご
利
用
者
が
大
正
琴
を
演
奏
し
ま
す
。
発

表
に
向
け
、
利
用
者
も
練
習
に
熱
が
入
り
ま
す
。
練
習
中
は
、
皆
さ

ん
息
を
合
わ
せ
る
事
に
集
中
し
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　

今
年
１
年
元
気
に
過
ご
し
、
変
わ
ら
な
い
年
越
し
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
で
き
ま
す
よ
う
に
！

　
（
信
愛
寮
支
援
員　

西
林　

昌
子
）

新
年
を
迎
え
て

新
年
の
喜
び　

感
謝
の
気
持
ち

　

き
ず
な
で
は
、
職
員
手
作
り
の
立
派
な
門
松
を
飾
り
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。
晴
れ
た
空

に
鮮
や
か
な
花
の
色
が
、
良
い
年
の
始
ま
り
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
、

子
ど
も
達
か
ら
も
元
気
な
「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
を
も
ら
い
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

1
月
11
日
に
は
、
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
で
お
寿
司
や
お
し
る
こ
を
食
べ
て
、

新
し
い
年
を
元
気
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の

ゲ
ー
ム
大
会
。
勝
利
チ
ー
ム
か
ら
順
番
に
く
じ
を
引
い
て
、
景
品
の
福
袋
を
も
ら
い
ま
す
。

新
年
の
ち
ょ
っ
と
し
た
運
だ
め
し
の
よ
う
で
、

大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
こ
の
福

袋
に
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
頂
く
寄
贈
品
の
数
々

が
入
っ
て
い
ま
す
。
日
用
品
か
ら
お
も
ち
ゃ
ま

で
、
皆
が
喜
ぶ
物
ば
か
り
で
す
。
寄
贈
品
は
新

年
会
だ
け
で
な
く
、
日
々
届
け
て
頂
く
度
に
、

皆
さ
ま
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。「
嬉
し
い
わ
。

た
く
さ
ん
あ
っ
て
嬉
し
い
！
」
と
の
声
を
聞
き
、

寄
贈
を
お
寄
せ
下
さ
る
方
々
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

き
ず
な
は
今
年
も
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

る
事
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
母
子
支
援
員　

浦
上　

さ
わ
）

きずな

緑 苑

季刊しんあい85号（平成25年２月10 日発行）

９ ８

平
成
25
年
に
な
り
ま
し
た
。

各
施
設
よ
り
今
年
の
目
標
や
、
一
月
な
ら
で
は
の

行
事
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

�

謹
賀
新
年

～
新
し
い
年
を
迎
え
て
～

１　

訪
問
食
事
サ
ー
ビ
ス

　

千
代
田
区
の
事
業
と
し
て
は
配●

●食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。「
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
訪●

●問
食
事
サ
ー
ビ
ス
」

は
平
成
22
年
2
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

食
事
を
届
け
る
と
い
う
形
で
在
宅
の
高
齢
者
の
見
守
り

を
行
な
い
、
時
に
接
触
が
困
難
な
ケ
ー
ス
へ
の
サ
ー
ビ
ス

導
入
を
担
い
、
時
に
虐
待
に
発
展
し
そ
う
な
ケ
ー
ス
の
継

続
的
な
見
守
り
の
目
と
な
る
な
ど
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活

の
維
持
・
継
続
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
区
域
を
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
神
田
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）
の
生
活
圏
域
で
あ
る
神
田
地
域
に
限
定
し
て

い
ま
す
。

２　

会
食
会

　

会
食
会
は
、
現
在
か
ん
だ
連
雀
、
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
2
箇
所
で
そ

れ
ぞ
れ
月
2
回
ず
つ
行
っ
て
い
ま
す
。
か
ん
だ
連
雀
を
会
場
に
千
代
田
区
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
な
っ
て
い
る
、
地
域
の
支
え
あ
い
・
支
援
事
業
「
は
あ
と
サ

ロ
ン
」
で
は
、
健
康
な
食
生
活
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
や
社
会
交
流

の
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
方
を
対
象
に
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
昼
食
の
提
供

を
始
め
ま
し
た
。「
い
つ
も
は
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
1
人
で
ぼ
そ
ぼ
そ
食
べ
て

い
る
の
。
こ
う
や
っ
て
誰
か
と
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
」「
い
つ
も

コ
ン
ビ
ニ
の
惣
菜
や
冷
凍
食
品
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
多
い
。
温
か
い
食
事
で
嬉

し
い
し
、
肉
や
魚
も
食
べ
や
す
く
調
理
さ
れ
て
い
る
」
と
、
参
加
者
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
は
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
介
護
予
防
教
室
の
参
加

者
を
対
象
に
昼
食
会
を
始
め
ま
し
た
。
介
護
予
防
教
室
で
は
生
活
機
能
の
維
持

向
上
を
め
ざ
し
、
昼
食
会
で
は
高
齢

期
に
適
し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
摂
る
こ
と
で
、
内
側
・

外
側
両
面
か
ら
の
健
康
・
要
介
護
状

態
へ
の
予
防
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昼
食
会
の
場
で
は
施
設
の
栄
養
士

か
ら
、
塩
分
を
ひ
か
え
め
に
美
味
し

く
調
理
す
る
方
法
や
、
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
・
水
分
補
給
の
仕
方
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
こ
と
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

３　

夕
食
持
ち
帰
り
サ
ー
ビ
ス

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方

で
、
夕
食
の
確
保
が
困
難
な
方
を
対
象
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
日
の
夕
食
を
、
お
弁
当
に
し
て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
平
成
24
年
12
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
登
録
は
事
前

申
込
制
で
、
ご
希
望
が
あ
っ
た
方
（
ご
本
人
・
ご
家
族
・
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を
行
な
い
、
利
用

の
同
意
書
を
交
わ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
し
ま
す
。
夕
食
を

外
食
し
て
い
た
方
、
ホ
カ
弁
や
出
来
合
い
の
惣
菜
で
済
ま
せ
て

い
た
方
、
同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
帰
宅
が
遅
く
、
夕
食
を

遅
い
時
間
ま
で
待
っ
て
い
た
方
な
ど
、幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

開
始
早
々
か
ら
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
三
輪　

美
奈
）

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

～
食
の
支
援
～
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
は
施
設
で
提
供
し
て
い
る
食
事
を
在
宅
の
高
齢
者
に
も
提
供
す
る

３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

なごやかな食事時間

夕食を持って帰ります

ひとつひとつ手作りします

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３

－

５
８
２
５

－

３
４
０
７

ある日のお弁当



　
「
お
は
よ
う
。」「
こ
ん
に
ち
は
。」
の
挨
拶
が
「
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
な
る
年
始
。
練
習

を
し
た
の
か
…
背
筋
を
伸
ば
し
、
頭
を
下
げ
て
挨
拶
を
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
可
愛
ら
し
い
だ
け
で
な
く
初
々
し

く
新
鮮
で
す
。
年
始
の
挨
拶
は
自
然
と
気
持
ち
が
引
き
締

ま
り
丁
寧
な
挨
拶
に
な
り
ま
す
。
お
正
月
遊
び
を
す
る
機

会
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育
室
で
は
独
楽
回
し
が
密
か

に
流
行
し
て
い
ま
す
。
指
の
使
い
方
や
力
の
入
れ
具
合
な

ど
、
回
す
の
に
も
コ
ツ
が
い
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

輪
投
げ
の
輪
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
身
近
で
回
る
も
の
を
探
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
に
は
、
新
し
い
遊
び
を
見
つ
け
た
り
新
し
い

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
経
験
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
担
当　

山
中　

有
佳
）

あ
た
ら
し
い
遊
び
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
３
年
の

目
標

　

冬
休
み
に
入
り
い
よ
い
よ
年
末
と
な
っ
た
時
の
こ
と
。

し
ら
と
り
の
学
童
た
ち
と
２
０
１
３
年
の
目
標
を
立
て
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
、
目
の
前
の
こ
と
に
一
生
懸
命
な
子
ど
も
達
は

目
標
と
い
う
言
葉
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
皆
思
い
思
い
の
言

葉
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
の
Ｍ
ち
ゃ
ん
の

目
標
は
、「
忘
れ
物
を
し
な
い
」
で
す
。
中
学
年
と
い
う

こ
と
で
、
学
校
の
用
意
も
自
分
で
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

１
、２
学
期
は
忘
れ
物
が
多
く
お
母
さ
ん
か
ら
ゲ
ー
ム
禁

止
令
が
出
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
い

こ
と
に
加
え
、
頑
張
っ
て
や
っ
た
宿
題
を
持
っ
て
行
く
の

を
忘
れ
た
こ
と
も
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
私
も
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
よ
う
に
感
じ

る
２
０
１
２
年
で
し

た
が
、
子
ど
も
達
の

成
長
を
感
じ
た
瞬
間

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
２
０
１
３
年

も
楽
し
く
元
気
に
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

(

し
ら
と
り
学
童
担
当　

萬　

友
希
子)

新
年
の
行
事

食
文
化
を
大
切
に

手
作
り
の

　

「
お
せ
ち
」

　

一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
ま
た
新
し
い
年
が

始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
の
12
月
は
「
師
走
」
と
い
う
名

の
通
り
、
本
当
に
駆
け
足
で
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

厨
房
で
は
12
月
の
『
忘
年
会
』
が
終
わ
る
と
、
新
年

用
の
お
皿
の
準
備
と
お
せ
ち
料
理
の
用
意
が
始
ま
り
ま
す
。

「
黒
豆
」
は
乾
燥
し
た
豆
を
一
晩
水
で
戻
す
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、「
な
ま
す
」
は
大
根
を
包
丁
で
千
切
り
に
、「
煮

し
め
」
は
人
参
を
梅
の
型
で
綺
麗
に
仕
上
げ
、
椎
茸
は
味

が
染
み
込
む
よ
う
に
飾
り
包
丁
を
一
つ
一
つ
に
入
れ
作
り

ま
し
た
。

　

お
せ
ち
作
り
は
一
年
一
度
の
事
で
普
段
よ
り
と
て
も
気

合
が
入
り
緊
張
し
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
の
方
々
の
喜

ぶ
お
顔
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な
り
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
お
せ
ち
料
理
の
感
想
を
ご
利
用
者
に
伺
う
と

「
す
ご
い
綺
麗
！
」

「
美
味
し
い
わ
ぁ
」

な
ど
の
好
評
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
も
っ
と
、
毎
回

の
お
食
事
を
ご
利
用
者
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
一
層
精
進
し
ま

す
�

（
管
理
栄
養
士　

田
尻　

早
季
子
）

　

皆
様
は
お
正
月
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

お
せ
ち
や
お
雑
煮
を
頂
い
た
方
、
初
詣
に
行
か
れ
た
方
、

寝
正
月
だ
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

か
ん
だ
連
雀
の
元
旦
は
、
ま
ず
新
年
会
そ
し
て
午
後
は

書
初
め
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
お
正
月

の
遊
び
を
し
て
過
ご
し
、
新
年
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

５
階
フ
ロ
ア
で
は
、
職
員
手
づ
く
り
の
「
福
笑
い
」
を

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
見
簡
単
そ
う
に
見
え
て
、

や
る
と
な
か
な
か
難
し
い
。
ご
利
用
者
も
職
員
も
、
周
り

の
声
援
に
応
え
て
一
生
懸
命
に
顔
を
作
る
も
、
ど
れ
も
面

白
い
顔
に
な
っ
て
し
ま
い
、
皆
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

　
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、

新
た
な
年
に
、
た
く

さ
ん
の
笑
い
声
に
包

ま
れ
た
連
雀
に
は
、

多
く
の
福
が
訪
れ
る

こ
と
は
違
い
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
介
護
員　

滝　

幸
恵
）

一
年
の
始
ま
り

　

入
居
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
新
年
の
最
初
に

行
う
行
事
が
『
新
年
祝
賀
会
』
で
す
。

　

あ
さ
ひ
苑
で
は
、
２
階
・
３
階
の
階
ご
と
に
、
元
日
に

新
年
の
ご
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。『
今
年
１
年
何
も
な
く

無
事
に
、
そ
し
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
』
と
願

い
を
込
め
ま
し
た
。

　

元
日
、
朝
早
く
起
き
て
初
日
の
出
を
見
て
新
年
を
お
祝

い
し
て
い
る
方
、
洋
服
を
新
調
す
る
方
、
お
化
粧
す
る
方

と
色
々
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
光
景
を
見
る

と
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
な

り
ま
す
。

　

私
の
今
年
１
年

の
目
標
は
、『
目

配
せ
気
配
せ
！
』

で
す
。
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
１
年
を

過
ご
し
て
頂
け
る

よ
う
に
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

　
（
介
護
員　

岸　

千
陽
）

　

お
正
月
の
食
べ
物
と
い
え
ば
、
お
せ
ち
料
理
と
お
雑
煮

で
す
。
お
雑
煮
に
入
る
『
餅
』
は
昔
か
ら
日
本
人
に
と
っ

て
お
祝
い
事
や
特
別
の
日
に
食
べ
る
「
ハ
レ
」
の
食
べ
物

で
す
。
皆
さ
ん
、
お
餅
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
高
齢

に
な
る
と
、
噛
む
、
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
り
、
お
餅
を

食
べ
る
こ
と
が
難
し
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
が
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
泉
苑
で
は

も
ち
米
か
ら
作
っ
た
『
や
わ
ら
か
も
ち
』
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
も
ち
米
で
お
粥
を
炊
き
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
餅

の
粘
り
を
分
解
す
る
酵
素
の
入
っ
た
ゼ
リ
ー
の
素
で
固
め

ま
す
。
ゼ
リ
ー
と
い
っ
て
も
固
ま
る
温
度
が
高
い
の
で
お

雑
煮
の
よ
う
な
温
か
い
料
理
も
提
供
で
き
ま
す
。
見
た
目

も
良
く
、
安
全
で
、
美
味
し
い
と
評
判
も
良
く
、
私
た
ち

の
自
慢
の
料
理
の
一

つ
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
食
事

を
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
今

年
も
日
本
の
食
文
化

を
大
切
に
、
工
夫
を

し
て
食
事
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
管
理
栄
養
士　

親
泊　

美
輝
子
）

たっち

連 雀

岩本町

しらとり

あさひ苑

泉　苑

季刊しんあい85号（平成25年２月10 日発行）
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季刊しんあい85号

　

今
年
も
始
ま
っ
た
か
と
思
う
と

も
う
２
月
。
１
年
経
つ
の
が
年
々

早
く
な
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
充

実
し
て
い
る
証
拠
で
す
ね
。

　
（
あ
さ
ひ
苑　

比
嘉
敦
恵
）

　

趣
味
は
ス
キ
ー
で
す
！
寒
い
日

が
続
く
と
、
ゲ
レ
ン
デ
に
雪
が
積

も
る
よ
う
に
願
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

片
渕
誠
）

　

私
は
巳
年
生
ま
れ
な
の
で
わ
く

わ
く
し
て
い
ま
す
が
、
12
年
前
は

た
し
か
平
凡
で
し
た
。

（
泉
苑　

小
柳
忠
幸
）

　

１
シ
ー
ズ
ン
に
何
度
か
降
る
東

京
の
雪
。
積
も
る
と
や
っ
か
い
が

ら
れ
る
存
在
で
す
が
、
私
は
ワ
ク

ワ
ク
し
て
不
用
意
に
出
歩
き
ま
す
。

（
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

　

秩
父
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
見

上
げ
る
と
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
満

天
の
星
空
に
感
激
。
耳
が
痛
い
ほ

ど
寒
か
っ
た
で
す
が
心
は
ホ
ク
ホ

ク
で
す
。

（
緑
苑　

西
林
昌
子
）

　

今
年
は
年
男
、
仕
事
で
も
私
生

活
で
も
輝
か
し
い
一
年
に
な
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

浅
見
達
也
）

　

今
年
は
４
年
ぶ
り
の
神
田
祭
り

で
す
。
千
代
田
区
の
賑
わ
い
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ　

天
野
英
恵
）

　

東
京
の
冬
は
風
が
冷
た
く
吹
い

て
寒
い
で
す
が
、
今
年
は
頭
寒
足

熱
で
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り　

岡
野
悠
子
）

　

寒
く
て
も
元
気
に
裸
足
で
飛
び

回
る
お
子
さ
ん
を
横
目
に
、
ひ
ざ

掛
け
が
欲
し
く
な
る
季
節
。
あ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
う
ら
や
ま
し
い
！

（
た
っ
ち　

高
橋
明
子
）

　

寒
い
季
節
に
は
温
か
い
料
理
が

一
番
。
様
々
な
種
類
の
鍋
料
理
を

食
し
て
、冬
を
乗
り
越
え
た
い
で
す
。

（
き
ず
な　

浦
上
さ
わ
）

　

制
度
が
複
雑
に
な
り
課
題
山
積

で
す
が
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て

適
切
に
判
断
し
、
そ
し
て
行
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
て

い
ま
す
。（

事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

今
年
の
干
支
は
癸
巳
。
今
年
は

種
を
蒔
き
、
来
年
実
ら
せ
る
と
い

う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。
さ
て
、

何
の
種
を
蒔
き
ま
し
ょ
う
か
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

会
田
久
枝　

青
山
幸
子　

赤
林
好
子　

浅
野
貞
子　

網
代
弘
子

　

荒
波
智
子　

荒
畑
海
里　

有
本
陽
子　

飯
塚
喜
亥
子　

伊
来

冨
美
子　

井
口
イ
マ　

囲
碁
を
楽
し
む
会　

石
井
悦
子　

石
井

忠
男　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石
坂
友
子　

石
澤
圭
子　

石
坂

勝
世　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

市
川
尚
子　

井
上
真
左
子

　

井
踏
世
津
子　

岩
佐
和
栄　

岩
崎
順　

岩
﨑
敏
信　

上
原
智

美　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

鵜
澤
シ
ヅ　

内
堀
美
喜　

梅

原
薫　

梅
原
光
洋　

梅
村
治
代　

上
床
晃
代　

S
M
S　

遠
藤

伊
代　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

王
雅
瓊　

大
久
保
峯
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子　

大
塚
沙
恵　

大
野
典
子　

大
野
文
子

　

大
室
千
里　

小
笠
原
知
美　

岡
田
智
子　

岡
田
基
子　

岡
野

玲
子　

岡
裕
子　

小
川
健
治　

小
川
浩
一　

荻
野
和
子　

小
熊

美
和
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

小
倉
富
子　

小
倉
道
子

　

オ
コ
サ
の
会　

尾
崎
節
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
靖
宣　

尾
崎

ヨ
シ
子　

小
澤
末
子　

小
貫
良
子　

お
は
な
し
夢
ク
ラ
ブ　

尾

山
由
実
子　

折
田
浩
一　

海
江
田
紀
久
子　

笠
間
豊
子　

鹿
島

千
重
子　

鹿
島
キ
チ　

梶
山
ア
サ
ミ　

柏
山
和
子　

片
桐
キ
ミ

子　

片
山
貴
美
子　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
紀
久
代　

加

藤
静　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
澤
静
江　

金
澤
富
久
子　

金
子
武
仁　

鎌
田
竜
治　

上
沢
美
和
子　

上
床

晃
代　

亀
岡
紀
知
信　

川
崎
綾
子　

川
邊
明
子　

神
田
由
紀
子

　

菊
地
敦
子　

岸
波
え
り　

北
島
美
恵
子　

北
村
よ
し
こ　

木

森
哲　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

熊
谷
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ　

蔵

内
睦
子　

栗
原
宏
子　

桑
原
侑
子　

弦
間
ま
さ　

小
石
暁
子　

小
泉
純
子　

小
泉
美
世
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

小
岩

井
雅
人　

河
野
ト
シ
ヨ　

越
川
幸
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百

合
子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤
祐
輝　

小
林
久
恵　

小
林
真
弓　

小
林
美
代
子　

古
山
フ
ジ
子　

是
永
美
代
子　

紺
野
和
子　

今

野
幸
子　

ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ　

斎
藤
孝
子　

斉
藤
ヨ
シ
子

　

佐
伯
美
智
子　

酒
井
和
子　

坂
井
香
奈
絵　

坂
本
越
子　

坂

本
佳
奈
子　

坂
本
文
子　

佐
久
間
桂
子　

櫻
井
正
治　

佐
々
木

英
子　

佐
々
木
真
由
紀　

佐
々
木
真
理
子　

佐
藤
英
子　

佐
藤

公
子　

佐
藤
敬
子　

佐
藤
妙
子　

佐
藤
直
美　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
ミ
ド
リ　

佐
野
田
鶴
子　

澤
良
子　

塩
澤
佳

津
子　

塩
田
り
さ　

重
田
文
子　

品
田
啓
子　

渋
谷
好
子　

ジ

ブ
ラ
ル
タ
生
命　

清
水
文
枝　

清
水
美
砂
子　

清
水
庸
子　

下

江
美
鈴　

下
中
恵
美
子　

下
宏
子　

進
藤
サ
エ
子　

進
藤
琿
子

　

杉
本
節
子　

杉
山
恵
子　

鈴
木
ア
キ
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木

好
枝　

鈴
木
嘉
子　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー　

浅
間
の
森

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い　

薗
田
澄
子　

髙
井
汪
子　

髙
澤
和
美　

高
鍋
恵
子　

鷹
野
榮
子　

高
橋
恭
子　

田
口
裕
香　

竹
内
由
美

子　

竹
松
ふ
く　

湛
啓
子　

湛
啓
子　

辰
本
ケ
イ
コ　

田
中
久

美
子　

田
中
幸
子　

田
中
智
加
子　

田
中
ヒ
サ
子　

田
中
翠　

谷
口
顕
太　

田
部
美
智
子　

玉
井
榮
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏

楽
団　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
芳
子　

寺
町
律
子　

東
郷
實
枝
子

　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

富
田
和
代　

富
田
秀
子　

中
下
秀

子　

長
島
広
美　

永
峯
怜
子　

中
村
紀
久
子　

中
村
清
美　

中

村
フ
サ
子　

中
村
美
佐
江　

中
村
恭
俊　

中
山
康　

那
須
史
子

　

西
久
保
長
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

根
岸
路
子　

野
坂

昭
弘　

野
坂
い
く
世　

萩
原
八
枝　

橋
場
昭　

橋
本
巌　

羽
鳥

み
の
る　

濱
田
真
理
奈　

林
由
美
子　

羽
山
直
子　

原　

恭
子

　

原
田
圀
彦　

原
田
ま
ち
子　

原
田
康
子　

樋
口
淳
子　

樋
口

雅
子　

樋
口
よ
し
子　

肥
後
住
江　

久
光
製
薬　

尾
藤
智
子　

平
泉
順
子　

平
澤
み
ど
り　

平
田
敦
子　

平
野
恵
子　

広
木
き

く
江　

福
田
佐
代
子　

藤
記
節
子　

藤
田
裕
二　

府
中
市
立
朝

日
保
育
所　

船
岡
栄
子　

舟
久
保
良
子　

舟
見
三
佐
子　

古
林

泉　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

星
川
美
津
子　

星
野
ユ
キ
エ　

星
野
若
佐　

堀
田
武
三
郎　

堀
切
重
明　

本
田
純
子　

本
田
ひ

ろ
み　

前
田
宗
治　

前
田
玉
代　

孫
田
一
昭　

政
所
優
季　

町

田
知
行　

松
浦
良
枝　

松
尾
和
枝　

松
澤
通
子　

松
田
恵
子　

松
野
ア
イ　

松
本
宜
恭　

丸
田
の
ぶ
子　

丸
田
の
ぶ
子　

三
浦

香
織　

三
坂
和
子　

三
井
淑
子　

三
輪
孝
子　

壬
生
み
つ
子　

宮
崎
清
子　

宮
崎
嘉
子　

宮
下
美
智
子　

明
神
淑
惠　

村
井
福

子　

村
野
豊
子　

目
々
澤
美
智
子　

望
月
友
子　

百
瀬
洋
子　

森
満
隆
文　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

谷
貝
祥
子　

安
井
忠
昭

　

山
下
優
子　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山

田
順
子　

山
本
博
子　

山
本
峯
子　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ

ァ
ミ
リ
ー　

横
山
年
子　

吉
木
京
子　

吉
田
恒
雄　

米
山
秀
子

　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

脇
山
令
子　

渡

辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝
征　

渡
辺
久
代　

渡
辺
秀
雄　

渡

邉
弘
子　

渡
邉
房
子　

渡
部
守　

渡
部
雄
太　

　

（
２
０
１
２
年
10
月
～
２
０
１
２
年
12
月
）

 
う
ら
ら
多
磨
診
療
所

   　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
住
宅
う
ら
ら
多
磨
に
は
医

療
法
人
社
団
和
風
会
う
ら
ら
多
磨
診

療
所
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問

診
療
、
往
診
も
あ
り
ど
な
た
で
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。

■
診
療
時
間

（
祝
日
の
際
は
休
診
と
な
り
ま
す
）

　
　

火
曜
日　

14
時
～
18
時

　
　

水
曜
日　

14
時
～
18
時

　
　

土
曜
日　

9
時
～
13
時
・

　
　
　
　
　
　

14
時
～
18
時

■
診
療
科
目

（
薬
は
院
外
処
方
で
す
）

　

内
科
・
外
科

■
院
長　

伊
藤
尚
真
先
生

（
い
と
う
な
お
と
先
生
）

■
住
所

　
東
京
都
府
中
市
多
磨
町
２

－

５
６

－

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２

－

３
１
９

－

１
８
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２

－

３
１
９

－

１
８
２
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

浅
川
医
院　

あ
さ
ひ
苑
家
族
会　

石
井
宏　

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

上
野
恒
章　

（
株
）
宇
津
救
命
丸　

江
田
廣
子

大
沢
良
三　

（
株
）
Ｋ
Ｃ
Ｊ 

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京

－

府
中　

財
団
法
人
熊
崎
報
恩
財
団　

財
団
法
人
東
京

都
人
材
支
援
事
業
団　

社
会
福
祉
法
人　

東
京
福
祉
会　

高
橋
俊
子　

千
春
保
育
園　

東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合
多
摩
南
支
部

（
株
）
東
興
工
業　

永
井
文
子　

藤
澤
眞　

母
子
寡
婦
ち
ど
り
会 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ぞ
み　

緑
町
一
丁
目
自
治
会　

栗
林
正
昭　

吉
田
ヒ
サ
子　

渡
辺
真
理
子　

 

（
２
０
１
２
年
10
月
～
２
０
１
２
年
12
月
）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

12
古紙配合率100％再生紙を使用しています

多摩同胞会の

ホームページを

携帯でもどうぞ！

介護に関するご相談は
無料ダイヤルで！

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


